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Ⅰ．はじめに

　本学科は2007年４月に開設され，今年で12年目を迎え

た。本学科は「参画型看護教育」を取り入れている。「参

画型看護教育」とは，学生が自ら学び主体として成長し

ていくために参画力を身につける体系化された教授法１）

である。「自己との対話」，「他者との対話」，「地域との

対話」をとおして，「個の自立と成長」「個の学習目標の

達成」「自己教育力の育成」を目指している。教員は，

学生が自分自身を学びの場にコミットメントさせること

で学生の学びが深まるよう支援している。

　その１つの支援方法として，開設時から「カードメソッ

ド」を用いることで，学生一人一人の考えを可視化して

他の学生と共有している。これは，開設時から継続して

いる本学科独自の技法である。「カードメソッド」は，

学生一人一人の思いを言語化して付箋紙に書き込む。そ

して，沖縄の方言の「ゆんたく（会話）」を通して他者

に伝えるというプロセスをとっていたことから，付箋紙

を「ゆんたくカード」と命名し用いていた。「カードメ

ソッド」は，学生がその場に参画することから始まる。

「自己との対話」は，学生が提示されたテーマに対して，

自分自身に問い直して，考えを「ゆんたくカード」に記

載する過程で行われる．「他者との対話」は，他の学生

が提示した「ゆんたくカード」の内容についてより正確

かつ深く理解することを目的とした質問などを行うこと

で，自分の理解が正しいのかを確認する過程で行われる。

この２つの対話を繰り返し行うことで，自己の思いや傾

向などに気づき，他者に対する理解や自分と違う意見に

対する理解などが深まり，その結果，学生の学びが促進

される。本学は沖縄県北部12市町村による公設民営の大
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　名桜大学看護学科（以下，本学科）は，教育の特徴として学生自らが学び主体として成長していく参画力を身につ

けるために，KJ法を応用した図解法（以下，「カードメソッド」）を取り入れた「参画型看護教育」を実践している。「カー

ドメソッド」は自己と他者との対話を通して体験や考えについて語り合うというプロセスが重要であり，そのプロセ

スを踏むことで，自分や相手の体験に関心が向けられ，共通性を発見しお互いに相手を理解したいという気持ちが生

じる。しかし，このようなプロセスが踏まれないまま，「カードメソッド」が実施されている現状がみられている。

　そこで，本学科の助手・助教で構成される「助手・助教会」（以下，本会）において，「カードメソッド」を実践した。

目標には「『カードメソッド』の実践を通して『自分の経験を伝える・相手の経験を聴く』体験から，参画型看護教

育の効果的な学びの『場』について考える」を掲げ，「参画型看護教育における効果的な学びの場とは？」というテー

マで学習会を開催した。

　本稿では，カードメソッドの結果から抽出された「教員と学生が共に参画して学びの『場』を創造するための教員

の姿勢や役割」について報告する。
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学として開学した経緯から，学生が主体となって地域住

民に対して健康体操や健康チェック，イベントのボラン

ティア活動を継続して行っており，このような環境の中

で学生は「地域との対話」を行っている。「カードメソッ

ド」は，現在も各学年の目標の決定や，学生個々の学生

生活のビジョンを可視化する作業の時などに活用されて

いる。

　しかし，本学科は開設から12年目を迎え，開設時から

在籍する教員も少なくなり，「カードメソッド」につい

て詳細が分からない教員もおり，「カードメソッド」を

教授法に応用することが難しくなっている現状がある。

　そこで，本学科の助手・助教で構成される「助手・助

教会」において，本学科の特徴である「参画型看護教育」

における教授法の一つの「カードメソッド」を活用し，「参

画型看護教育における効果的な学びの場とは？」という

テーマで学習会を開催した。本稿では，学習会の活動内

容と, 語りあうことでみえてきた「教員と学生が共に参

画して学びの「場」を創造するための教員の姿勢や役割」

について報告する。

Ⅱ．助手・助教会について

　

１．助手・助教会の目的

　本会は「教育」「研究」「地域貢献」を３本柱とし，助

手・助教同士の繋がりを深め情報交換を通して共に考え

ることで，「教員の資質の向上」に繋げることを目的と

して発足した。

２．活動期間

　2014年（平成26年）４月に発足し，今年で５年目を迎

えた。開催頻度は，発足年度は１ヶ月に１回, ２年目以

降は２～３ヶ月に１回開催している。

Ⅲ．学習会の内容について

１．学習会の目標および「カードメソッド」のテーマ設定

　本会のメンバーの多くが，入職して１～３年目の新人

教員である。個々の教育観について考えるという視点か

ら，学習会の目標を「『カードメソッド』法の実践を通

して，『自分の経験を伝える・相手の経験を聴く』体験

から，参画型看護教育の効果的な学びの『場』について

考える」とし，「参画型看護教育における効果的な学び

の場とは？」というテーマを設定した。

２．学習会の開催日時，開催場所

　参加者は本学科の助手・助教会のメンバーであり，担

当科目等との調整の結果,2018年５月25日16時30分～ 21

時とした。場所は，看護学科棟内の講義室を使用した。

３．学習会参加者の概要

　学習会の対象者は，本学科の助手（８名），助教（６名）

の計14名で構成されているが，参加者は，助手（７名），

助教（３名）の計10名であった。参加が適わなかった４

名のうち２名は，「ゆんたくカード」とそこに込めた思

いについてのメモを参加者に託していたため，計12名の

「ゆんたくカード」（24枚）を使用した。参加者のうち３

名は本学科の卒業生であり，「カードメソッド」の技法

が身についていた。

４．学習会の展開内容

　学習会開催にあたり，参加予定者には事前準備として

「ゆんたくカード」を２枚ずつ記載してもらった。記載

内容は①１行目に学習会の日付とテーマ，②２行目から

自分が率直に感じたこと（具体的に），③最終行は自分

の氏名をフルネームとした。

　学習会の導入においては，学習会の目標の共有と「カー

ドメソッド」法を行うに当たっての留意点の説明を行

い，参加者を２つのグループに分けて図解作成（グルー

プワーク）を行った。グループ編成では，「カードメソッ

ド」の実践経験者が偏らないよう配慮した。また，「カー

ドメソッド」実践経験者には，そのグループのファシリ

テーター役も担ってもらい，「自己との対話」「他者との

対話」を意識してグループワークを進めるようにした。

図解完成後は，それぞれの図解の説明を行い内容の共有

とフリーディスカッションを行った。グループワーク中

はファシリテーター役を中心に「ゆんたくカード」に込

められた思いの確認や思いを損なわず的確な表現の見出

し作成などについて活発なディスカッションを行った。

学習会終了後，参加者からは「完成までに長時間かかっ

たが，楽しみながらできた。」「（この機会に自分たちの

思いを）学生にも見てもらいたい」との感想があり，後

日，本学科棟内に掲示し学生から感想をもらった。

５．参加者によるまとめの内容（文中の【　】は「ゆん

たくカード」の見出しである）

１）グループA（写真①）

　教員として，学生に対し得た知識を実践に結びつけて

いけるような取り組みや，ICTの活用等学びの場づくり

など，【学生の学びの基盤となるしかけづくり】が重要

であり，そのことが根底になると考えた。そこから派生

するイメージで「大きな木」として表現した。そして【教

員と学生とスタンドバイミー♪（教員と学生がお互い近

い関係で寄り添い）】（幹）と，協働することが欠かせず，

お互いの気持ちを高めて行けるような場づくりとして，
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【ありのままの自分を出し，ありのままの相手を受け入

れる－オープンマインド－】（枝）とし，また普段は各々

好きな方向やペースで様々な事を進めていても，時には

立ち止まり【皆で考える時間を共有すること】が重要で

あると考えた。これらのことが根幹にあり，個と全体に

責任を持ち学習する上で物事を批判的に考えることか

ら，個と全体の学びが深まると考え【自分の学びは全体

の学び全体の学びは自分の学び（個人⇔集団）】と表現

した。また，日常生活から参画することが普通であり【参

画することは特別じゃない】ことを，鳥として巣立って

いく様子として表現した。

　以上のことから，参画型看護教育における効果的な学

びの場とは，「学びを深めるしかけづくりを基盤として，

教員と学生がありのままの自分をだし，共に創造しなが

ら成長し続ける場」と考えた。

２）グループB（写真②）

　大学などの教育の場だけではなく，地域住民とのかか

わりなど社会全体が広大な学びの場となっていると考

え，「学びの宇宙」と表現した。学生は，【カネ・モノ・

ジカンが整えられた】環境の中におり，だからこそ【安

心して自分を出せる】。また，そのような環境はボラン

ティアなどに参加する中でも存在し，ボランティアなど

を通して地域住民とかかわる中で，【社会から人間力を

育む】ことにつながる。さらに，学生はゼミワークの中

で仲間と共にディスカッションを行うことで，ディス

カッションの【テーマから学べる】チャンスを得ており，

その際に教員は【学生の力を信じ支援する】かかわりを

実践している。教員が支援を行う中で，【しかけ，ゆさ

ぶり（学生と教員が）相互に学ぶ】作用が起きてくるの

だと考えた。この学びの相互作用は，教員の関わり方に

よって良い方向にも悪い方向へも作用する可能性を秘め

ており，教員が意図した作用とならなかったり，意図し

たところで作用が起きなかったりすることもあるという

面で，自然発生的に【相互作用が起きちゃう】と表現した。

　以上のことから，参画型看護教育における効果的な学

びの場とは「学びの宇宙で，学生を信じ支援することで

学びの相互作用が起きちゃう場」であると考えた。

Ⅳ．考察

　本会は「教育」「研究」「地域貢献」を３本柱とし，助

手・助教同士の繋がりを深め情報交換を通して共に考え

ることで「教員の資質の向上」に繋げることを目的とし

ている。活動内容については，その時の担当者に委ねら

れ, ３本柱を軸に活動内容を検討し実施している。これ

までは「教育」に関するテーマが多くを占め，臨地実習

における学生の様子や，普段の学生との関わりを通して

「教育的なかかわり」について検討していた。

　本会のメンバーの多くは，本大学で初めて採用される

写真①

写真②
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新人教員が多く，試行錯誤しながら職務をこなしており，

すぐ目の前にある「教育」に関することが活動に取り上

げられやすい。しかし「教育」について考える時，本学

科の教育の根幹である「参画型看護教育」を念頭におく

必要がある。これまで「参画型看護教育」について皆で

話し合い共有する場がなかったため，新人教員が多い本

会において，皆で考え思いを共有することが重要である

と考えた。そのことから，目標に『「カードメソッド」

の実践を通して「自分の経験を伝える・相手の経験を聴

く」体験から，参画型看護教育の効果的な学びの「場」

について考える』を掲げた。

　当初，学習会は３時間を予定していたが，参加者の希

望により予定時間を大幅に超える４時間半を費やすこと

になった。しかし，時間が足りない位であり，図解作成

後は心地よい疲労感とまだ話し足りない感覚が残った。

今回の学習会を通して，教員は【教員と学生とスタンド

バイミー♪（教員と学生がお互い近い関係で寄り添い）】

という姿勢と【ありのままの自分を出し，ありのままの

相手を受け入れる－オープンマインド－】，【安心して自

分を出せる】場をつくる役割であると理解していること

が明らかとなった。Watson ２）は，ケアリングを構成す

る因子であるカリタス・プロセスの中で，「真の意味で

信頼に基づく関係を築く」こと，「相手の話にじっくり

と耳を傾け，肯定的な感情のみでなく，否定的な感情も

自由に表出することを助け，それを受容する」ことをあ

げている。【ありのままの自分を出し，ありのままの相

手を受け入れる－オープンマインド－】，【安心して自分

を出せる】という場を作ることは，Watsonが述べてい

るカリタス・プロセスの核となるかかわりであり、ケア

リングの視点も養われていると考える。また標題に「学

びを深めるしかけづくりを基盤として，教員と学生があ

りのままの自分を出し，共に創造しながら成長し続ける

場」と「学びの宇宙で，学生を信じ支援することで学び

の相互作用が起きちゃう場」と表されているように，学

生と教員はタテの繋がりではなく，ヨコの繋がりである

ことを認識していた。これらのことから，新人教員でも

すでに「参画型看護教育」の根幹を捉えていることが分

かった。しかし，学生は教員に対して話しやすさや相談

しやすさを求めていることも多くみられ，ヨコの繋がり

となった時のリスクとして，学生にとって教員が単なる

友達のような存在になる可能性がある。そのため，教員

は学生自らが学ぶ主体として成長できる１）よう意識し

て，関わり続けることが重要だと考える。

　また，今回の学習会において「自己との対話」「他者

との対話」を通して「参画型看護教育」について共通認

識を図ることが出来たと考える。

Ⅴ．おわりに

　今回の学習会で「自己との対話」「他者との対話」を

通して，「参画型看護教育」について共通認識を図るこ

とが出来たと考える。本学科の教育の根幹である「参画

型看護教育」について検討し，共通認識を図っていく場

を意識して作り上げることが重要であると考える。
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